
 
児童養護施設職員の実践研究活動を応援します！ 
 

第３９回児童養護施設職員研究奨励賞（松島賞） 

募集要綱 
 

 

 

１．主旨 

永年、児童養護事業に絶大な尽力をなされた本会初代会長・故松島正儀先生が、１９７６

（昭和５１）年度朝日社会福祉賞受賞のとき、副賞の賞金を、児童養護施設の「若き従事者

の研究奨励のために」と本会にご寄付くださいました。それにより研究奨励制度を設け、児

童養護施設職員の優れた研究に対して｢松島賞｣を贈ることになりました。 

家庭や地域における子どもの養育機能の低下、近年の児童虐待の急増等から、児童養

護施設の役割はますます重要性を高めています。児童養護施設職員の皆さんの実践研究

を募集します。 

 

２．対象研究（次の要件を満たす実践研究であること） 

（１）松島賞の主旨に沿った研究であること。 

（２）児童養護施設専任職員の研究で、代表として施設長が加わっていても差し支えないが、

あくまでも職員が中心であること（個人、グループを問いません）。 

（３）文章化されたものであること。 

（４）平成２７年４月１日から平成２８年３月３１日までの１年間に発表されたものであること。 

（５）他の賞を受賞したもの、他の助成（奨励）を受けたものは除く。 

 

３．賞金 

１団体（個人）１０万円、３団体まで 

 

４．応募方法、応募先 

別紙「応募用紙」に、研究成果（研究報告書その他関係資料等）を添えて、全国児童養

護施設協議会の貴都道府県協議員（別紙参照）へ郵送でご提出ください。（各協議員より推

薦いただきます） 

 

５．締切り 

平成２８年６月１３日（月）必着 

 

 

（裏面に続きます） 



６．審査および発表 

応募作品は、全国児童養護施設協議会に設置する「研究奨励賞（松島賞）運営委員会」

において、厳正な審査を行います。 

また、第７０回全国児童養護施設長研究協議会（東京大会）において、受賞作品の発表

および表彰を行います。 

 

７．お問合せ先 

全国児童養護施設協議会・事務局（岡田） 

ＴＥＬ．０３-３５８１-６５０３／ＦＡＸ．０３-３５８１-６５０９ 

Ｅ-ｍａｉｌ．ｚｅｎｙｏｋｙｏ＠ｓｈａｋｙｏ．ｏｒ．ｊｐ 

 

 

 

 

  

～過去の受賞研究～ 
 

 

〔平成２７年度〕 

 ○「東京のグループホーム（児童養護施設）実践報告集Ⅲ」 

  （東京都社会福祉協議会児童部会グループホーム制度委員会） 
 

 ○「生活ケア単位の小さい児童養護施設における心理職のあり方に関する一考察」 

  （三重県児童養護施設協会心理職部会） 

 

〔平成２６年度〕 

 ○「東京育成園紀要（第１号平成２６年度）」 

 

  （東京都・東京育成園） 

 

〔平成２５年度〕 

○「愛媛県中予児童福祉施設会高校生交流会の歴史とその取り組み 

～“非日常”をテーマとした取り組みに関する一考察～」 

（愛媛県中予児童福祉施設会高校生交流会実行委員会） 

 

〔平成２４年度〕 

○「平成２２年度埼玉性的虐待研究会活動報告書」 

 （埼玉県・埼玉性的虐待研究会） 

 

〔平成２３年度〕 

○「静岡発 ちょっといい話 １０周年記念号」 

 （静岡県・静岡県児童養護施設協議会（福祉問題研究会）） 
 

○「滋賀県児童養護系施設『実践的ケア基準』」 

（滋賀県・滋賀県児童福祉入所施設協議会 調査研究部会） 


